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金属－空気電池は大気中の酸素を正極活物質として用いるため、高いエネルギー密度を有する。金属

－空気電池を二次電池として使用するためには、空気極上で放電 (酸素還元) と充電 (酸素発生) を担う

二元機能空気極触媒が必要となる。二元機能触媒としてはペロブスカイト型酸化物である LaNiO3などが

報告されている [1] が、従来の触媒では La などの希少金属を必要とする。そこで我々は V2O5を主成分

とする導電性バナジン酸塩ガラス [2] をベースに、貴金属や希少金属を必要としない空気極触媒材料を

開発してきた。本研究では新たに 3d 遷移元素である Co を添加したバナジン酸塩ガラスを開発し、その

空気極触媒能の評価を行った。 

BaCO3、Fe2O3、Co3O4、V2O5 の必要量を混合し、溶融急冷法により 20BaO･(10-x)Fe2O3･xCo3O4･70V2O5 

(x= 0～10) ガラスを作製した。その後、一部のガラスは 450 °C で 15～300 min 熱処理した。得られたガ

ラスを用いて空気極を作製し、対極に Pt、電解質に 8 M KOH 水溶液、参照電極に Hg/HgO 電極を用いた

電気化学セル (半電池) を作製し、空気極の酸素還元能と酸素発生能を評価した。 

 

Fig. 1 に 20BaO･(10-x)Fe2O3･xCo3O4･70V2O5 (x= 0

～10) ガラス (熱処理なし) を用いて作製した空気

極の酸素還元・酸素発生能を示す。また比較として

従来材料 LaNiO3を用いた空気極の結果[1]も記載し

ている。いずれの組成も、酸素還元および酸素発生

を促進する二元機能空気極触媒として使用するこ

とができることがわかった。さらに従来材料

LaNiO3を上回る優れた性能を示した。次に Co 添加

量に注目し、5 もしくは 7 mol%の Co3O4を添加す

ることで、それぞれ酸素還元能および酸素発生能を

最大化させることに成功した。これは複数の酸化数

を有する3d遷移元素であるCoを添加した効果であ

ると考える。発表当日は、ガラスへの熱処理の効果

についても詳説する。 
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Fig. 1. 20BaO･(10-x)Fe2O3･xCo3O4･70V2O5 (x= 0～10) 
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